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はじめに 
   
１．二つの音楽観 
 １.１ リーマーの音楽観 
 １.２ エリオットの音楽観 
 １.３ 二人の相違点 
 




名古屋市立大学大学院人間文化研究科 人間文化研究 第９号 2008年６月 
２．日本の学校における鑑賞教育の現状 ～小学校の学習指導要領から～ 
 ２.１ 目標の概観 
 ２.２ 目標の分析 
 ２.３ 内容の分析 
   
３．課題提起 
 ３.１ 学習指導要領における本質知と行動知 
 ３.２ まとめにかえて 













































































































































































































































   
表１ 小学校学習指導要領音楽科の目標 （アンダーラインは筆者） 











































































名古屋市立大学大学院人間文化研究科 人間文化研究 第９号 2008年６月 
表２ 目標における行動知と本質知 
（１） 行動知 

























































































































































名古屋市立大学大学院人間文化研究科 人間文化研究 第９号 2008年６月 
────────────── 
 1 財団法人音楽鑑賞教育振興会は2005年に続いて2007年に「学校における鑑賞指導に関するアンケート 調
査報告書」を発表した。教員向け調査と小中学生向けの調査を実施している。 
 2 学級担任に対して専科教師は30分から１時間が58.2％、１時間～５時間が26.9％となっている。 
 3 村尾忠廣「音楽教育研究としての近年の哲学・認知科学の動向」1999 
 4 渡辺 裕著「聴衆の誕生 ポストモダン時代の音楽文化」2004 春秋社 
 5 美学aestheticsという言葉は、1735年、ドイツの若い哲学者Baumgarutenによって造りだされた。美beautyの
哲学的研究から発展して確立したものである。 
 （D. J. Elliot著「Music Matters」1995 Oxford Press pp.21） 
 6 Ｂ・リーマー「音楽教育の哲学」 pp.32 
 7 前傾同書 pp.158 
 8 前掲同書 pp.131 
 9 ランガー「心―人間感情論」1967 
 10 第１回はインディアナ大学、第２回はカナダのトロント大学、第３回はカリフォルニアのインディアナ大
学で行われた。 
 11 Ｄ．Ｊ．エリオット著「Music Matters」1995 Oxford Press  
 12 小川昌文「第３回 音楽教育哲学シンポジウムにみるAestheticとPraxisの対立」1999 
 13 リーマーはこれを美的態度と呼んでいる。 
 14 小川昌文「第３回 音楽教育哲学シンポジウムにおけAestheticとPraxisの対立」1999 
 15 文部省「小学校学習指導要領解説 音楽編」 教育芸術社 1999年 pp.13 









 20 梶田美香「音楽科における学社融合の可能性」2007 
 21 谷 正人（2008）「異文化理解における『わかりにくさ』の効用」―わからない自分への気づき― 第３
７巻第２号 日本音楽教育学会  
 22 ジョン・ケージ（1912～1992）はアメリカの作曲家で、代表作は「４分33秒」など。音楽を構成する素材
要素である「音」に関心を集中させ、楽音と環境音の隔たりを取り除いた概念で作曲活動を行った。「偶
然性の音楽」と言われ、多くの作曲家に影響を与えた。 
 
名古屋市立大学大学院博士後期課程２年 
 
（研究紀要編集部は、編集発行規程第５条に基づき、本原稿の査読を論文審査委員会に依頼し、本原稿を本
誌に掲載可とする判定を受理する、2008年４月22日付）。 
 
